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ホームページ http://www.hiroshima-hatsukaichi-lib.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大野図書館   2月 13日（木）～2月 20日（木） 

 さいき図書館  2月 25日（火）～2月 28日（金） 

※2月 24日は月曜日のため休館しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《企画展示》 

『気持ちを贈る、プチギフト 

～チョコレートや手作りカード～』 
 

 2 月 14 日はバレンタインデー。チョコレートに

関する本を集めました。レシピはもちろん、チョコ

レートの歴史の本も展示しています。 

また、ラッピングや手作りギフト、ちょっとした

メッセージカードの作り方の本もあわせてどうぞ！ 

《中央展示》 

 
４月から保育園・幼稚園に入園、または小学校

に入学する子どもたちの準備を応援します！ 

お弁当、通園・通学グッズ、子育ての本や、働

くパパ・ママを応援する本を集めて展示してい

ます。 

2月 21日(金)～2月 27日(木) 

展示期間：1月 24日(金)～2月 20日(木) 

 

＊ 今月の展示 ＊ 

特別整理期間中は図書館を休館し、所蔵資料の総点検を行います。 

図書館にある全資料のバーコードを読み取って、コンピューターのデー

タと照らし合わせ、行方不明になっていたり間違ったところに置かれてい

たりしていないかをチェックします。 

休館中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をいただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 



 

 
 

ヾ(❀╹◡╹)ﾉﾞ

新しく入った本（一般書） 
 

図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 
 

『お年寄りにもおはなしを！』山根玲子/著 やまね舎 015.8/ﾔ 

『何を言われても「平気な人」になれる禅思考』枡野俊明／著 扶桑社 188.8/ﾏ 

『影の宰相小早川隆景』米山俊哉／著 南々社 289.1/ｺ 

『ミレニアル世代革新者たち』日本経済新聞社／編 日本経済新聞出版社 B361.6/ﾐ 

『伸びる子どもは○○がすごい』榎本博明／著 日本経済新聞出版社 379.9/ｴ 

『親ががんになったら読む本』山口建／著 主婦の友社 494.5/ﾔ 

『野菜のおかず』日本調理科学会／企画・編集 農山漁村文化協会 596.3/ﾔ 

『世界からコーヒーがなくなるまえに』ペトリ・レッパネン／ほか著 セルボ貴子／訳青土社 617.3/ﾚ 

『60 歳からはじめる自転車ライフ』辰巳出版 L786.5/ﾛ 

『『広辞苑』をよむ』今野真二／著 岩波書店 S813.1/ｺ 

『深夜高速バスに 100 回ぐらい乗ってわかったこと』スズキナオ／著 スタンド・ブックス 914.6/ｽ 

『梅と水仙』植松三十里／著  PHP研究所 F/ｳ 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ ど も の ほ ん 

 

ブックトークとはテーマに沿って一定の時間内

に数冊の本を複数の聞き手に紹介する読書案内の

１つです。 

はつかいち市民図書館には、ブックトークの勉強グループ「ブックトークの会ピッピ」があります。

平成 21 年度の「子どもと本の講座」をきっかけに 22 年度に発足しました。メンバーは現在 9 人です。

23 年度からは市内の小学校でボランティア派遣事業を実施しています。当初の対象は４年生以上でし

たが、昨年度から３年生以上に拡大。９年間で、のべ 4７校 113 クラスで実施してきました。 

『イワシ大王のゆめ』 
チョン・ミジン/再話 イ・ジョンギュン/絵  
おおたけきよみ/訳 光村教育図書 E/ｲ 

むかしむかし、東の海にすむイワシ大王は、ある

日とても不思議な夢を見ました。「なにかただなら

ぬゆめにちがいない」と思った大王は、ゆめうらな

いをしてもらうため、家来のヒラメに西の海に住む

有名なハゼの占い師を連れてくるよう命じます。西

の海までの道のりは遠く険しいもので、ヒラメはや

っとのことでハゼを連れ帰りますが…。  

韓国の小学校４年生の教科書で紹介されるむか

しばなしです。 

『レオナルド・ダ・ヴィンチの童話』 
レオナルド・ダ・ヴィンチ/[著] 西村暢夫・渡辺和雄/

共訳 裾分一弘/監修 小学館 973/ﾚ 

牡蠣が月に恋い焦がれて、ぽかんと口を開けてい

たところ、それを見ていたカニがしめしめと、牡蠣

の口めがけて石を投げた！ すると牡蠣の口に石が

すっぽりはまり、開いた口がふさがらない。そこで

カニはちゃっかりと牡蠣を食べてしまった。「油断大

敵。お口はきちんと、閉めておくことね。」（「牡蠣と

カニ」より）。 

 レオナルドは、「モナ・リザ」の絵で芸術家として

有名ですが、科学者でもあり、少年・少女向きの短

い童話を多く書き残しました。１話１ページ程度の

作品はどれもウイットとユーモアに富んでいます。 

10 月 金剛寺小学校６年生に実施 

テーマ 「子どものパワー」 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

１、『イグアナくんのおじゃまな毎日』 

佐藤多佳子/作 はらだたけひで/絵 偕成社 913/ｻ 

２、『レモンをお金にかえる法“経済学入門”の巻』331/ｱ/1 

『レモンをお金にかえる法 続“インフレ⇨不況⇨景気回復”の巻』331/ｱ/2 

ルイズ・アームストロング/ぶん ビル・バッソ/え 佐和隆光/やく 河出書房新社  

３、『ツバメ号の伝書バト 上・下』（ランサム・サーガ 6） 

『ツバメ号とアマゾン号 上・下』（ランサム・サーガ１） 

『長い冬休み 上・下』（ランサム・サーガ 4） 

アーサー・ランサム/作 神宮輝夫/訳 岩波書店 933/ﾗ 

４、『こどもあそびうた』より「きりなしうた」「また」 

谷川俊太郎/詩 山田馨/編 童話屋 911/ﾀ 

５、『大森林の少年』 

キャスリン・ラスキー/作 ケビン・ホークス/絵 灰島かり/訳 あすなろ書房 E/ﾎ 

６、『北のはてのイービク』ピーパルク・フロイゲン/作 野村泫/訳 岩波書店 949/ﾌ 

７、『地球人記 Life on earth』小松義夫/著 福音館書店 382/ｺ 

紹介者：山中泰江さん、河野裕美さん 

2 月号 

＝ ブックトークの会ピッピの勉強会 ＝ 
 

■日 時：１か月半～２か月に１度 
土曜日の午後１時 30 分～ 

■場 所：はつかいち市民図書館 
■問 合：電話（0829）20-0333 
 

興味のある方はぜひ、 
見学にお越しください。 



【対象】乳幼児 

【時間】1 回目 1０時３０分～ 

2 回目 11 時～ 
 

※整理券をお渡ししています。 

相談カウンターにお申し付けください。 
 

☆ 

  【対象】幼児～小学校低学年 

  【時間】１１時～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

       １ 

 

２  ３ ４ ５ ６ ７ 

◎ 

８ 

☆ 

９ １０ 

 

１１ 

 

１２ １３ １４ 

 

１５ 

 

１６ １７ 

 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 

休館 

２２ 

休館 

２３ 

休館 

２４ 

休館 

２５ 

休館 

２６ 

休館 

２７ 

休館 

２８ 

 

２９ 

 

廿日市市内の図書館３館のいずれかが所蔵

資料の点検をしている期間は、点検中の館の

資料を予約されても通常の準備日数でご用意

できないことがあります。 

予約資料を受け取りにお越しの際は、ホー

ムページからログインするか、電話でその資

料が受け取り館で確保されているか、ご確認

ください。 

 

 また、特別整理期間中はブックポストに資

料を返却いただいても資料をすぐに返却処理

できず、しばらく貸出状態のままになってい

ることがあります。 

最寄りの図書館が休館中で、他の図書館へ

行かれる際は、ご返却いただく資料も一緒に

その館へお持ちください。 

※はつかいち市民図書館で借りた資料を、大野図書

館またはさいき図書館でもご返却いただけます。 

２月の図書館カレンダー 

 

ご自宅や職場、学校、自家用車内等に返し

忘れている図書館の本がありましたら、ご返

却をお願いいたします。 

 

 特別整理期間中は所蔵資料の総点検を行い

ます。 

貸出を通さずに図書館の外へ持ち出された

資料は、コンピューターのデータと一致せず

に「不明資料」となってしまいます。 

「不明資料」では誰も利用することができ

ません。 

また、返却期限を過ぎてもご返却いただけ

ない場合も同様です。 

 

 図書館の本はみんなのものです。 

誰もが気持ちよく使える図書館となるよ

う、みなさまのご理解とご協力をお願いいた

します。 

※場所は図書館会議室です。 

 


